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朝
を
迎
え
る
港
（
山
口
県
周
防
大
島
町
）

係留された船が穏やかな波に揺ら
ぐ、周防大島町屋代島の朝。ゆっ
くり上った朝日の光も遠く山際に
残った冬霞も、ぼんやりと柔らか
い。今号の「調査室レポート」で
は、周防大島町の移住定住促進を
紹介する。

近
年
活
発
化
し
て
い
る
若
者
の
農
山
村
移
住

（
田
園
回
帰
）
の
調
査
を
し
て
い
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
実
態
に
出
会
う
。
な
か
で
も
、
興
味
深
い
の

は
、
農
山
村
住
民
の
孫
世
代
の
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
で

あ
る
。
子
ど
も
世
代
を
飛
ば
し
て
の
Ｕ
タ
ー
ン
な

の
で
、「
1
世
代
飛
び
越
し
型
Ｕ
タ
ー
ン
」
な
ど

と
呼
ん
で
い
る
。

筆
者
が
そ
れ
に
は
じ
め
て
気
が
つ
い
た
の
は
、

中
国
山
地
で
の
あ
る
町
の
移
住
者
調
査
で
あ
っ

た
。
そ
の
対
象
と
な
っ
た
女
性
は
、
結
婚
し
て
夫

の
祖
父
母
の
住
む
こ
の
町
に
移
住
し
て
い
た
。
町

営
住
宅
に
住
み
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
に
就
く

と
同
時
に
、
町
内
の
祖
父
母
の
家
に
通
い
、
兼
業

的
に
農
業
を
始
め
て
い
た
。

そ
れ
以
降
、
各
地
で
注
意
深
く
見
る
と
、
こ
う

し
た
事
例
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
出
会
う
。
既
に
、
本
欄

で
も
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
若
者
の
田

園
回
帰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
実
践
を
考
え
始
め
た
若
者
が
、
そ
の
移

住
先
を
探
す
時
に
、
ひ
と
つ
の
候
補
地
に
挙
げ
る

の
が
、
か
つ
て
お
盆
や
正
月
に
訪
ね
た
こ
と
が
あ

る
、
祖
父
母
が
住
む
「
田
舎
」
で
あ
る
。
こ
の
な

か
で
、
孫
の
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
が
生
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
孫
の
動
き
は
ど
こ
か
で

聞
い
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
な
ら
ぬ
、
ド

ラ
マ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
あ
る
。
被
災
地
・
岩
手

を
舞
台
に
3
世
代
の
女
性
の
生
き
方
を
、
時
に
は

コ
ミ
カ
ル
に
、
時
に
は
含
蓄
深
く
描
い
た
名
作
で

あ
る
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
若
い
世
代
に
も
支
持
さ

れ
、
最
近
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
」
復

調
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
な
か
で
、
田
舎
を
飛
び
出
し
た
母
親

と
は
異
な
り
、
祖
母
が
住
む
そ
の
地
域
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
孫
が
、「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
と
し
て
描
か

れ
て
い
た
。

脚
本
を
書
い
た
宮
藤
官
九
郎
氏
は
、
い
ま
や
時

代
の
潮
流
と
言
え
る
若
者
の
農
山
漁
村
回
帰
を
こ

の
段
階
で
掴
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
そ
の
鋭
敏
な
時
代
感
覚
に
驚
か
さ
れ
る

と
同
時
に
、
こ
う
し
た
孫
の
動
き
が
、
時
代
の
象

徴
と
し
て
意
図
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
く
。
孫
の
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
に
は
そ
う
し
た
意
味

合
い
が
あ
る
。

し
か
し
、
先
ほ
ど
か
ら
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。

こ
の
場
合
の
孫
は
、
そ
の
地
域
の
出
身
者
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。し
か
し
、だ
か
ら
と
言
っ
て
、「
見

ず
知
ら
ず
の
土
地
へ
の
移
住
」
を
意
味
す
る
「
I

タ
ー
ン
」
で
も
な
い
。
あ
え
て
言
え
ば
「
孫
タ
ー

ン
」
で
あ
る
。

ド
ラ
マ
か
ら
飛
び
出
し
、
い
ま
や
現
実
と
な
り

始
め
て
い
る
「
孫
タ
ー
ン
」
を
、
町
村
か
ら
呼
び

か
け
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
孫
タ
ー
ン
歓
迎
」

「
孫
よ
来
い
、
わ
が
町
村
に
」
と
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下
地
震
に
備
え
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
〜
２
０
１
４
年
版　
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書
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…
⑵
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追
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く
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ー
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下
地

震
に
備
え
る

消
防
は
、
火
災
の
み
な
ら
ず
災
害
な
ど

に
お
い
て
も
、国
民
を
守
る
存
在
で
あ
り
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
で
も
被
災

地
の
消
防
職
団
員
が
、
地
震
発
生
直
後
か

ら
、避
難
誘
導
や
防
護
活
動
に
従
事
し
た
。

自
ら
も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
献
身
的
に

消
防
活
動
に
当
た
り
、
多
く
の
命
を
救
っ

た
こ
と
は
報
道
な
ど
を
通
じ
て
多
く
の
国

民
も
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
津
波

に
よ
っ
て
命
を
失
っ
た
消
防
職
団
員
は

3
0
0
名
近
く
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

ま
た
地
震
発
生
後
直
ち
に
、
全
国
の
消

防
か
ら
、緊
急
消
防
援
助
隊
が
駆
け
つ
け
、

約
3
万
人
が
地
元
の
消
防
本
部
等
と
協
力

し
、
約
5
、
0
0
0
名
の
救
助
を
行
う
と

と
も
に
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
3
号

機
に
対
す
る
放
水
活
動
、
大
規
模
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
火
災
に
対
す
る
消
火
活
動
を
実

施
、
被
災
地
住
民
に
大
き
な
安
心
を
与
え

た
と
し
て
い
る
。

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
教
訓
に
、
全
国
の
消
防
機
関
に
よ

る
応
援
を
速
や
か
に
実
施
す
る
た
め

1
9
9
5
年
に
創
設
さ
れ
、
2
0
0
4
年

に
消
防
組
織
法
に
基
づ
い
た
部
隊
と
な
っ

た
も
の
。
全
国
の
消
防
本
部
の
部
隊
を
消

火
部
隊
、
救
助
部
隊
な
ど
8
部
隊
に
登
録

し
、
別
の
地
域
の
災
害
で
あ
っ
て
も
迅
速

か
つ
機
能
的
に
出
動
し
活
動
で
き
る
よ
う

に
組
織
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
4
年
の
広
島
市
土
砂
災
害
、
御

嶽
山
噴
火
災
害
な
ど
の
よ
う
に
、
災
害
は

休
む
こ
と
な
く
発
生
す
る
。
ま
た
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
な
ど
も
発

生
の
可
能
性
は
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

現
状
に
お
い
て
、
消
防
、
防
災
の
重
要
性

は
高
ま
る
こ
と
こ
そ
あ
れ
、
軽
減
す
る
こ

と
は
な
い
。

白
書
で
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
消
防
庁
が
推
進
す
る
「
3

つ
強
化
・
推
進
」
を
特
集
と
い
う
形
で
報

告
し
て
い
る
。

特
集
1　

緊
急
消
防
援
助
隊
の
機

能
強
化

南
海
ト
ラ
フ
地
震
及
び
首
都
直
下
地
震

な
ど
を
想
定
し
た
大
規
模
な
災
害
へ
の
対

応
を
強
化
す
る
た
め
、
緊
急
消
防
援
助
隊

の
機
能
強
化
を
次
の
よ
う
に
進
め
る
と
し

て
い
る
。

1
．
緊
急
消
防
援
助
隊
の
大
幅
増
員

消
火
・
救
助
、
救
急
体
制
の
強
化
、
指

揮
体
制
の
強
化
、
後
方
支
援
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、
現
在
の
4
、
6
9
4
部
隊

か
ら
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
概
ね
6
、

0
0
0
部
隊
に
増
強
す
る
。

2
． 

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
被
害
に
対
応
す

る
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
イ
パ
ー
・
コ
マ
ン
ド

ユ
ニ
ッ
ト
の
創
設

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
基
盤
で
爆
発
・
火

災
が
発
生
し
た
場
合
、
周
辺
地
域
に
危
険

を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
国
民
生
活
に
長

期
に
わ
た
る
深
刻
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
基
盤
災
害

即
応
部
隊
（
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
イ
パ
ー
・
コ
マ

ン
ド
ユ
ニ
ッ
ト
）」
を
新
設
し
、
平
成
30

年
度
末
ま
で
に
全
国
12
地
域
に
配
備
予
定

と
し
て
い
る
。
こ
の
部
隊
は
大
規
模
爆
発

等
の
消
火
・
延
焼
防
止
の
た
め
の
長
時
間

大
容
量
放
水
を
可
能
に
す
る
新
水
利
シ
ス

テ
ム
を
備
え
る
。
ま
た
、
人
が
近
づ
け
な

　

2
0
1
4
年
12
月
19
日
、
高
市
早
苗
総
務
相
は
閣
議
で
、
2
0
1
4
年
版

消
防
白
書
を
報
告
し
た
。
消
防
庁
で
は
、
地
域
防
災
力
を
担
う
消
防
団
員
の

加
入
促
進
や
団
員
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直

下
地
震
に
備
え
て
い
る
。
女
性
消
防
団
員
数
は
2
0
1
4
年
4
月
1
日
時
点

で
、
2
万
1
、
6
8
4
万
人
と
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
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い
現
場
で
も
近
接
し
て
放
水
・
情
報
収
集

活
動
を
行
え
る
消
防
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開

発
等
、
順
次
高
次
化
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

3
．
機
動
力
の
強
化

迅
速
・
的
確
に
活
動
す
る
た
め
の
統
合

機
動
部
隊
を
新
設
。
こ
の
部
隊
は
大
規
模

災
害
発
生
後
に
被
災
地
に
緊
急
・
先
遣
的

に
出
動
し
、
緊
急
度
の
高
い
消
火
・
救
助
・

救
急
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
後
続
部
隊

の
活
動
に
資
す
る
情
報
収
集
・
提
供
を
行

う
こ
と
を
任
務
と
し
て
い

る
。

4
． 

後
方
支
援
体
制
の
充

実
厳
し
い
環
境
下
で
長
期

に
渡
っ
て
の
活
動
を
想
定

し
、
1
0
0
人
規
模
の
宿

営
が
可
能
な
特
種
車
両
を

配
備
、
拠
点
機
能
の
形
成

を
行
う
と
し
て
い
る
。

5
． 

通
信
支
援
体
制
の
整

備
災
害
に
強
い
通
信
機
能

を
保
有
す
る
通
信
支
援
小

隊
を
全
国
に
50
隊
新
設
。

ま
た
、
人
工
衛
星
へ
直
接

映
像
情
報
を
伝
送
し
現
場

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報

映
像
を
本
部
に
伝
送
す
る

ヘ
リ
サ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
衛
生
通

信
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
緊

急
消
防
援
助
隊
の
派
遣
の

迅
速
化
に
取
り
組
む
と
し

て
い
る
。

6
． 

自
衛
隊
、
警
察
等
と
の
連
携
促
進

大
規
模
災
害
の
現
場
に
お
い
て
は
、
自

衛
隊
、
警
察
、
D
M
A
T
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
な
ど
と
の
連
携
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
毎
年
全
国
6
ブ
ロ
ッ
ク
で
合
同

訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
5
年
度
に

は
5
年
に
一
度
の
全
国
合
同
訓
練
を
千
葉

県
で
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

特
集
2　

消
防
団
等
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化

消
防
団
員
は
、
他
に
本
業
を
持
ち
な
が

ら
も
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と

い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
参
加

し
、
消
防
・
防
災
活
動
を
行
う
も
の
で
、

地
域
の
安
全
確
保
に
果
た
す
役
割
は
極
め

て
大
き
い
と
し
て
い
る
。

2
0
1
4
年
4
月
現
在
、
消
防
団
員
は

86
万
4
、
3
4
7
人
（
内
女
性
2
万
1
、

6
8
4
人
）
と
、
地
域
の
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
過
去
最
低
の
団
員
数
と
な
っ
た
。

消
防
庁
は
2
0
0
3
年
の
消
防
審
議
会
答

申
を
踏
ま
え
、「
消
防
団
員
数
を
1
0
0

万
人
以
上
（
う
ち
女
性
団
員
数
10
万
人
以

上
）」
を
目
標
と
し
て
き
た
が
、
総
団
員

数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
増
加
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
2
0
1
3
年

12
月
に
議
員
立
法
に
よ
り
「
消
防
団
を
中

核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
。
こ
れ
を
受
け
て
、

20.0

50.0

80.0

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

（％）
1,400,000
（人）
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数
員
団
防
消

率
比
員
団
者
用
雇
被

1,330,995
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1,033,376

975,512
951,069

908,043
883,698 864,347

26.526.5

42.842.8

54.5

64.4
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政 策

事
業
者
・
大
学
等
へ
の
協
力
依
頼
や
、
消

防
団
員
と
な
る
公
務
員
の
職
務
専
念
義
務

の
免
除
や
退
職
報
奨
金
の
引
上
げ
等
行
っ

て
い
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
々
増
加
し
て
い
る
醸
成
消
防

団
員
の
更
な
る
増
加
を
目
指
し
、
10
万
人

を
目
標
に
、
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

大
会
の
開
催
や
、
女
性
消
防
団
員
等
に
よ

る
意
見
発
表
会
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。

特
集
3　

大
規
模
自
然
災
害
等
へ
の

対
応
及
び
消
防
防
災
体
制
の
整
備

【
伊
豆
大
島
の
土
砂
災
害
】
―
危
機
管
理

体
制
及
び
訓
練
の
充
実
―

2
0
1
3
年
の
伊
豆
大
島
土
砂
災
害
の

際
に
は
、
報
道
に
お
い
て
市
町
村
の
初
動

対
応
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ

て
お
り
、消
防
庁
で
は
2
0
1
4
年
か
ら
、

危
機
が
発
生
し
た
場
合
に
陣
頭
指
揮
を
と

る
市
町
村
長
を
対
象
と
し
た
「
防
災
･
危

機
管
理
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
あ
た

り
、
災
害
時
の
危
機
事
態
に
お
い
て
、
市

町
村
長
は
い
か
な
る
心
構
え
を
持
ち
い
か

な
る
行
動
を
と
る
べ
き
か
を
テ
キ
ス
ト

『
市
町
村
長
の
危
機
管
理
の
要
諦
』
に
ま

と
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
功
・
失
敗

事
例
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
多
く
の

市
長
村
長
の
体
験
談
も
盛
り
込
ん
だ
内
容

と
し
て
い
る
。
ま
た
、職
員
に
対
し
て
も
、

「
防
災
・
危
機
管
理
研
修
会
」
を
実
施
し
、

担
当
職
員
が
基
礎
知
識
を
速
や
か
に
取
得

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
し
て
い

る
。

【
広
島
市
土
砂
災
害
】
―
情
報
の
的
確
な

提
供
体
制
を
整
え
る
―

2
0
1
4
年
8
月
19
日
夜
か
ら
翌
朝
に

か
け
て
広
島
市
を
中
心
に
猛
烈
な
雨
と
な

り
、
安
佐
北
区
三
入
で
は
1
時
間
降
水
量

1
0
1
ミ
リ
、
3
時
間
降
水
量
2
1
7
・

5
ミ
リ
と
観
測
史
上
最
大
の
値
を
記
録
。

安
佐
北
区
お
よ
び
南
区
で
は
、
未
明
に
複

数
個
所
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
死
者
74

名
、
負
傷
者
44
名
の
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。

夜
に
雨
が
降
り
始
め
未
明
の
災
害
と

な
っ
た
こ
と
が
人
的
被
害
を
拡
大
し
た
こ

と
か
ら
、
夜
間
に
お
け
る
避
難
勧
告
の
あ

り
方
が
改
め
て
課
題
と
な
っ
た
。そ
こ
で
、

ま
ず
「
基
本
的
に
夜
間
で
あ
っ
て
も
、
躊

躇
す
る
こ
と
な
く
避
難
勧
告
等
は
発
令
す

る
」
こ
と
の
周
知
・
徹
底
を
地
方
公
共
団

体
に
伝
達
、
さ
ら
に
「
深
夜
を
含
め
た
災

害
リ
ス
ク
情
報
の
的
確
な
提
供
」
を
行
う

た
め
に
、
市
町
村
に
お
け
る
緊
急
速
報

メ
ー
ル
の
整
備
促
進
を
進
め
て
い
る
と
し

て
い
る
。

【
御
嶽
山
噴
火
災
害
】―
課
題
を
整
理
中
―

2
0
1
4
年
9
月
27
日
午
前
11
時
52
分

頃
、
長
野
・
岐
阜
両
県
に
ま
た
が
る
御
嶽

山
が
噴
火
。
死
者
57
名
、
負
傷
者
69
名
、

行
方
不
明
者
6
名
を
出
す
甚
大
な
被
害
と

な
っ
た
。
火
口
周
辺
で
多
く
の
登
山
者
が

被
災
し
て
お
り
、関
係
省
庁
に
お
い
て「
火

山
噴
火
に
関
し
て
緊
急
的
に
行
う
主
な
被

害
防
止
対
策
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
全

国
47
火
山
へ
の
緊
急
調
査
等
を
行
っ
て
い

る
と
し
て
い
る
。

【
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
四
日
市
工
場
爆
発
事

故
】
―
コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
る
自
衛
防
災
組

織
の
技
能
と
士
気
の
向
上
―

2
0
1
4
年
1
月
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

四
日
市
工
場
で
爆
発
事
故
が
発
生
し
5
名

の
死
者
と
13
名
の
負
傷
者
が
出
た
。
内
閣

官
房
の
主
導
に
よ
り
、
関
係
省
庁
は
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
の
大
規
模
工
場
の
保

安
を
守
る
た
め
に
「
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
に
お
け
る
災
害
防
止
対
策
検
討
関
係
省

庁
連
絡
会
議
」
を
設
置
。
会
議
は
平
成
26

年
5
月
に
事
業
者
及
び
業
界
団
体
が
取
り

組
む
べ
き
事
項
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公

共
団
体
も
含
め
た
関
係
機
関
が
連
携
し
て

取
り
組
む
事
項
等
に
つ
い
て
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
、
関
係
業
界
団
体
お
よ
び
各
都

道
府
県
に
対
し
て
通
知
、
災
害
防
止
対
策

の
推
進
に
引
き
続
き
努
め
る
よ
う
要
請
し

た
。さ

ら
に
消
防
庁
で
は
、
2
0
1
4
年
か

ら
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
特
定
事
業
所

に
置
か
れ
て
い
る
自
衛
防
災
組
織
を
対
象

に
「
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
お
け
る
自
衛

防
災
組
織
の
技
能
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施

し
、
組
織
の
技
能
と
士
気
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

消
防
団
員
の
確
保
に
さ
ら
な
る
取

り
組
み
を

上
記
の
特
集
に
加
え
、
本
白
書
で
は
、

災
害
の
現
状
と
課
題
（
第
1
章
）、
消
防

防
災
の
組
織
と
活
動
（
第
2
章
）、
自
主

的
な
防
火
防
災
活
動
と
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
（
第
4
章
）
と
、
章
を
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
報
告
し
て
い

る
。
ま
た
、
人
命
を
救
い
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
の
科
学
技
術
の
研
究
・

開
発
の
報
告
（
第
6
章
）、
海
外
で
の
救

援
活
動
の
課
題
（
第
5
章
）
も
併
せ
て
取

り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
民
保
護
と

い
う
観
点
か
ら
テ
ロ
リ
ズ
ム
な
ど
へ
の
対

応
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
（
第
3

章
）、
そ
の
中
で
「
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発

射
事
案
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
説
明
し
て

お
り
、「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
避
難
住
民
の
誘
導
な
ど
を
消

防
団
員
が
担
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
団

員
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
指
摘
し
て

お
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
で
、
団

員
の
数
と
質
を
確
保
す
る
方
策
が
ま
す
ま

す
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

平成27年 2 月 9 日　4第2908号
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「
ト
カ
イ
ハ
モ
ウ
タ
ク
酸
配
合

 

シ
マ
グ
ラ
シ
Ｓ
錠
」

　

山
口
県
周す

防お
う

大お
お

島し
ま

町
―
瀬
戸
内
海
に
浮

か
ぶ
ミ
カ
ン
の
島
か
ら
生
ま
れ
た「
新
薬
」

が
こ
の
秋
話
題
を
呼
ん
だ
。そ
の
名
も「
シ

マ
グ
ラ
シ
Ｓ
錠
」。
と
い
っ
て
も
中
身
は

ラ
ム
ネ
錠
剤
。
都
会
の
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス

に
慣
れ
き
っ
て
し
ま
っ
た
「
サ
ー
ビ
ス
依

存
症
」
に
は
、
島
暮
ら
し
が
「
治
療
薬
」

と
し
て
有
効
で
あ
る
と
謳
っ
た
、
移
住
定

住
促
進
Ｐ
Ｒ
用
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
で

あ
る
。

　

周
防
大
島
町
は
、
農
林
水
産
省
の
「
活

力
あ
る
農
山
漁
村
づ
く
り
検
討
会
」
が
12

月
に
発
表
し
た
中
間
報
告
で
も
、「
都
会

か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
き
た
若
者
が
6
次
産

業
化
に
取
り
組
む
」
な
ど
し
て
お
り
、「
平

成
24
年
に
は
、
つ
い
に
町
の
人
口
が
社
会

増
に
転
じ
」
る
な
ど
、
若
者
を
中
心
と
し

た
「
田
園
回
帰
」
が
盛
ん
な
地
域
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
の
「
調
査
室
レ
ポ
ー
ト
」

は
、「
シ
マ
グ
ラ
シ
Ｓ
錠
」
の
発
案
者
で
、

周
防
大
島
町
定
住
促
進
協
議
会
の
ふ
る

さ
と
ラ
イ
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め

る
泉い
ず

谷た
に

勝か
つ

敏と
し

さ
ん
と
、
町
の
政
策
企
画

課
地
域
振
興
班
長
で
定
住
促
進
協
議
会

を
兼
務
す
る
豊と

よ

永な
が

充み
つ
るさ

ん
の
お
二
人
に
、

移
住
定
住
促
進
に
つ
い
て
の
考
え
を
う

か
が
っ
た
。

大
前
提
は
、
地
元
の
じ
い

ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

喜
べ
る
よ
う
な
定
住
促
進

　
「
シ
マ
グ
ラ
シ
Ｓ
錠
」
は
、
サ
ー
ビ
ス

過
剰
で
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
都
会
生
活
に

飽
き
た
人
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る

と
同
時
に
、
島
に
も
都
会
と
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
期
待
す
る
移
住
希
望
者
に
対
す
る

警
句
で
も
あ
っ
た
。

泉
谷
さ
ん
（
以
下
敬
称
略
）　

最
近
、
田

舎
暮
ら
し
ブ
ー
ム
に
乗
っ
か
っ
た
だ

け
の
、
い
っ
た
い
何
を
考
え
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
移
住
希
望
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
移
住
者
向
け
の
補
助
金

や
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
の
か
と
い
き
な

り
尋
ね
て
く
る
人
も
い
ま
す
。で
も
、

そ
れ
は
違
う
と
思
う
ん
で
す
よ
。
な

ん
で
も
サ
ー
ビ
ス
が
お
金
で
買
え
て

し
ま
う
都
会
の
感
覚
で
島
に
来
ら
れ

た
ら
困
り
ま
す
。
移
住
定
住
を
促
進

し
た
結
果
、
地
元
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
不
幸
に
な
っ
て
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
ぐ
ら

い
な
ら
、
移
住
定
住
促
進
な
ど
す
べ

き
で
あ
り
ま
せ
ん
。

数
字
を
追
い
か
け
な
い

　

島
へ
の
移
住
者
の
数
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

山口県

Ｎ

周防大島町

◀ 

過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
依
存
症
の
治
療
楽

　「
シ
マ
グ
ラ
シ
Ｓ
錠
」

「もてなさない」「補助金を出さない」「数字を追いかけない」

“ないないづくし”の移住定住促進
山口県周

す

防
お う

大
お お

島
し ま

町
ちょう

調査室レポート 第10回
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豊
永　

数
字
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
転

入
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

の
内
訳
は
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
わ
ざ

わ
ざ
調
べ
る
必
要
も
感
じ
ま
せ
ん
。

泉
谷　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
数
を
追
い
か
け

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
数
字
が
ほ
し
い
の
は
、
行
政

か
メ
デ
ィ
ア
か
、
卒
論
を
書
く
学
生

だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

着
任
当
初
は
、
移
住
者
を
何
人
増

や
そ
う
と
か
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
件
数
を
何
件
増
や
そ
う
と
か
考
え

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
2
ヶ
月
ぐ
ら

い
で
そ
れ
で
は
ダ
メ
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
数
字
の
た
め
に
移
住
定
住
を

促
進
す
る
の
で
は
な
く
、
移
住
者
の

た
め
に
、
島
民
の
た
め
に
や
る
の
で

す
か
ら
。

　

こ
こ
で
泉
谷
さ
ん
の
経
歴
に
触
れ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

泉
谷
さ
ん
は
現
在
41
歳
。
自
身
も
移
住

者
で
あ
る
。
島
に
来
る
前
は
大
阪
で
証
券

会
社
に
勤
め
て
い
た
。
ト
ッ
プ
の
営
業
成

績
を
上
げ
続
け
、
就
職
し
て
3
年
で
管
理

職
に
ス
ピ
ー
ド
昇
格
す
る
な
ど
エ
リ
ー
ト

コ
ー
ス
を
歩
ん
で
い
た
が
、土
日
も
な
く
、

子
供
が
起
き
る
前
に
出
勤
し
て
子
供
が
寝

た
後
に
帰
宅
す
る
毎
日
に
疑
問
を
感
じ
、

7
年
前
に
妻
の
実
家
の
あ
る
周
防
大
島

へ
。
移
住
後
は
、Ｆ
Ｐ（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）と
し
て
独
立
開
業
し
た
。

　
泉
谷　

契
約
を
何
件
と
る
の
か
、
売
上
を

い
く
ら
あ
げ
る
の
か
な
ど
、
数
字
が

絶
対
の
と
こ
ろ
に
ず
っ
と
い
ま
し

た
。
移
住
者
を
1
人
増
や
す
ご
と
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
つ
く
の
で
あ
れ

ば
、
移
住
者
を
も
っ
と
増
や
す
自
信

は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
移
住
定
住
は

移
住
者
の
人
生
で
あ
り
、
地
域
の
じ

い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し

を
左
右
す
る
の
で
す
。
だ
か
ら
数
字

は
追
い
か
け
ま
せ
ん
。
移
住
者
が
ど

の
く
ら
い
来
て
い
る
か
は
、
体
感
的

に
わ
か
っ
て
い
れ
ば
十
分
で
す
。

　
　
　

そ
れ
に
、
島
の
た
め
に
何
に
も
し

な
い
人
10
人
に
来
て
も
ら
う
よ
り
も
、

島
を
大
事
に
し
て
く
れ
て
何
か
を
起

こ
し
て
く
れ
る
1
人
の
方
が
、島
に

と
っ
て
は
財
産
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

泉
谷
さ
ん
が
定
住
促
進
協
議
会
に
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
2
0
1
2
年
か

ら
。
椎
木
町
長
か
ら
電
話
が
あ
り
、
都
会

か
ら
田
舎
に
来
る
人
の
架
け
橋
に
な
ら
な

い
か
と
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
。
椎
木
町
長

か
ら
も
、
移
住
者
の
数
値
目
標
は
指
示
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
。

最
初
の
取
り
組
み
は
、

島
内
へ
の
発
信

　

町
長
の
理
解
も
あ
り
、
泉
谷
さ
ん
は
定

住
促
進
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
腰
を
据
え

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

泉
谷　

移
住
定
住
の
促
進
と
な
る
と
、
ま

ず
外
に
向
け
て
の
情
報
発
信
に
走
り

が
ち
で
す
。
で
も
、
私
た
ち
は
島
内

へ
の
発
信
か
ら
始
め
ま
し
た
。
島
民

に
定
住
促
進
協
議
会
の
存
在
を
知
っ

て
も
ら
い
、
移
住
定
住
促
進
の
必
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力

し
ま
し
た
。
島
内
各
所
に
出
か
け
て

は
話
を
し
、
更
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
使
っ
た
PR
を
行
い
ま
し
た
。
と
に

か
く
、
島
民
が
よ
し
と
し
な
け
れ
ば

移
住
者
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
つ
も

り
は
な
い
で
す
よ
、
と
い
う
の
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
効
果
は
空
き
家
の
確
保
に
現
れ

た
。
定
住
促
進
協
議
会
に
対
す
る
理
解
が

浸
透
し
た
お
か
げ
で
、
島
民
か
ら
積
極
的

に
空
き
家
情
報
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
。

泉
谷　
「
空
き
家
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
あ

ん
た
一
緒
に
見
に
行
く
？
」
と
直
接

声
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。「
あ
ん
た

が
言
う
な
ら
貸
し
て
や
る
」
と
い
う

ケ
ー
ス
も
多
い
。
島
民
が
移
住
受
け

入
れ
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
る
か

ら
、
空
き
家
を
貸
そ
う
と
い
う
感
覚

に
な
る
の
で
す
。

ま
ず
は
人
に
会
っ
て
も
ら
う

　

し
か
し
、
空
き
家
の
ス
ト
ッ
ク
の
う
ち

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
る
の
は
2

軒
の
み
。
こ
れ
に
は
理わ

由け

が
あ
る
。

泉
谷　

ま
ず
島
に
来
て
、
島
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
。
好
き
に
な
っ
て
も

ら
う
。
そ
し
て
住
み
た
い
と
思
っ
て

も
ら
う
。
そ
れ
か
ら
空
き
家
を
探
そ

う
と
い
う
の
が
順
序
と
い
う
も
の
。

▲泉谷さん（左）と豊永さん（右）
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ス
ー
パ
ー
で
大
根
を
買
う
よ
う
に
、

い
き
な
り
「
空
き
家
は
あ
る
？
」「
こ

の
空
き
家
に
住
み
た
い
」
な
ど
と

言
っ
て
く
る
の
は
順
序
が
違
い
ま
す
。

　

泉
谷
さ
ん
が
重
視
す
る
の
は
年
3
回
開

催
す
る
移
住
希
望
者
向
け
の
ツ
ア
ー
。
1

泊
2
日
の
短
い
行
程
な
が
ら
、
島
民
と
の

交
流
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
て
い
る
。

泉
谷　

う
ち
の
島
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ

て
も
人
で
す
。
だ
か
ら
、
ツ
ア
ー
で

は
と
に
か
く
人
に
会
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
移
住
定
住
PR
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
も
、
島
の
風
景
で
は
な
く
人
を

前
面
に
出
し
て
い
ま
す
。
移
住
定
住

は
お
見
合
い
と
同
じ
。
お
互
い
の
良

い
と
こ
ろ
悪
い
と
こ
ろ
を
知
っ
た
う

え
で
、
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
合
っ
て
初

め
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
に
な
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
景
色
が
綺
麗
だ
か
ら
移

住
す
る
と
い
う
の
は
、
イ
ケ
メ
ン
俳

優
に
う
っ
と
り
す
る
の
と
同
じ
で
、

長
続
き
し
ま
せ
ん
。

　

ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
際
に
も
う
1
点
意

識
し
て
い
る
の
は
、
移
住
希
望
者
を
お
客

様
扱
い
し
な
い
こ
と
。

泉
谷　

お
も
て
な
し
は
し
ま
せ
ん
―
と

い
っ
て
も
決
し
て
ぞ
ん
ざ
い
な
扱
い

を
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ん

ま
を
見
て
も
ら
う
の
で
す
。
友
達
が

遊
び
に
来
た
時
に
わ
ざ
わ
ざ
お
客
様

扱
い
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と

同
じ
こ
と
で
す
。

　
　
　

ツ
ア
ー
は
基
本
的
に
生
活
者
の
視

点
で
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
名
所
め

ぐ
り
や
、
そ
ば
打
ち
体
験
の
よ
う
な

単
な
る
田
舎
体
験
は
や
り
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
の
説
明
だ
け
で
な
く
マ

ネ
ー
講
座
ま
で
ツ
ア
ー
に
組
み
込
ん

で
い
る
の
は
、
う
ち
だ
け
だ
と
思
い

ま
す
。

田
舎
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ

づ
く
り
を
支
援
す
る

　

定
住
促
進
協
議
会
に
か
か
っ
て
き
た
移

住
相
談
の
電
話
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

泉
谷　

自
分
か
ら
喋
る
こ
と
は
せ
ず
、
ま

ず
相
談
者
の
意
向
を
引
き
出
す
こ
と

を
優
先
し
ま
す
。
な
ぜ
田
舎
暮
ら
し

が
し
た
い
の
か
。
な
ぜ
周
防
大
島
を

選
ん
だ
の
か
。
島
に
来
て
ど
う
い
う

暮
ら
し
が
し
た
い
の
か
…
。す
る
と
、

た
い
て
い
相
談
者
が
話
す
移
住
後
の

生
活
の
イ
メ
ー
ジ
は
漠
然
と
し
て
い

て
、
輪
郭
が
あ
り
ま
せ
ん
。
田
舎
暮

ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
手
伝
う

の
が
私
の
役
目
で
す
。

　

田
舎
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
に
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
手
順
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

泉
谷　

ま
ず
、〝
ニ
ー
ズ
（N

eeds

）〞
と

〝
ウ
ォ
ン
ツ
（W

ants

）〞
を
仕
分

け
す
る
作
業
を
行
っ
て
も
ら
い
ま

す
。「
こ
れ
が
し
た
い
か
ら
田
舎
に

行
く
。
逆
に
こ
れ
が
な
か
っ
た
ら
田

舎
に
は
行
か
な
い
」
と
い
う
の
は

〝
ニ
ー
ズ
〞。
こ
れ
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
い
う
ホ
ビ
ー
的
な
も
の
は

〝
ウ
ォ
ン
ツ
〞。こ
の
作
業
を
通
じ
て
、

移
住
後
に
自
分
が
し
た
い
こ
と
が
見

え
て
き
ま
す
。

　
　
　

大
事
な
の
は
、
自
分
で
答
え
を
出

す
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
。
こ
ち
ら

側
で
答
え
を
出
そ
う
と
す
る
と
カ
チ

ン
と
こ
ら
れ
ま
す
。

移
住
者
向
け
の
補
助
金
は

出
さ
な
い

　

移
住
希
望
者
向
け
の
ツ
ア
ー
で
お
客
様

扱
い
し
な
い
の
と
同
様
に
、
町
で
は
、
移

住
者
向
け
に
特
化
し
た
補
助
金
は
用
意
し

て
い
な
い
。
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
は

行
っ
て
い
る
が
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
限

定
し
た
も
の
で
は
な
く
町
民
も
広
く
利
用

で
き
る
。
豊
永
さ
ん
は
「
町
と
し
て
、
移

住
者
を
金
銭
的
に
優
遇
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
」
と
明
言
す
る
。

泉
谷　

移
住
し
て
き
た
ら
島
民
の
1
人
で

す
。
同
じ
島
民
間
で
差
別
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
移
住
者
向
け
に
家
賃

補
助
な
ど
す
る
の
は
末
期
症
状
の
最

終
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。そ
も
そ
も
、

移
住
者
を
招
く
だ
け
で
な
く
、
地
元

の
人
が
出
て
行
か
な
い
よ
う
に
す
る

の
も
定
住
促
進
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　

補
助
金
を
求
め
て
く
る
人
に
は
、

他
の
地
域
を
探
し
た
方
が
い
い
で
す

よ
〜
、
と
言
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

人
に
移
り
住
ま
れ
て
も
、
逆
に
困
り

ま
す
か
ら
。

　

代
わ
り
に
経
済
支
援
と
し
て
行
っ
て
い

る
の
は
、
移
住
者
向
け
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
支
援
。
Ｆ
Ｐ
と
し
て
の
資
格
を
も

つ
泉
谷
さ
ん
が
監
修
し
た
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ト
に
沿
っ
て
、
現
在
の
資
産
（
金
融
資
産

や
不
動
産
）
や
負
債
（
住
宅
ロ
ー
ン
）、

移
住
後
の
家
計
支
出
の
希
望
（
予
想
）
な

ど
を
記
入
す
る
と
、
20
年
後
ま
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
が
で
き
あ
が
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。

泉
谷　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
活
し
て
い
く
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う
え
で
ど
の
く
ら
い
収
入
が
不
足
し

て
い
る
か
が
具
体
的
な
数
字
が
わ
か

り
ま
す
。
具
体
的
な
数
字
が
わ
か
れ

ば
、
ど
の
く
ら
い
節
約
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
移
住
後
ど
の
く
ら
い
仕
事
を

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
具
体
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
が
で
き
ま
す
。
補
助
金
を
出

す
よ
り
も
、「
こ
う
す
れ
ば
あ
な
た

の
家
計
支
出
が
こ
の
く
ら
い
抑
え
ら

れ
ま
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
方
が

よ
ほ
ど
健
全
な
サ
ポ
ー
ト
だ
と
思
い

ま
す
。
毎
月
節
約
で
き
る
額
が
5
0

0
0
円
だ
と
し
て
も
、
30
年
も
積
も

れ
ば
相
当
な
額
に
な
り
ま
す
か
ら
。

田
舎
と
い
う
沈
み
そ
う
な

船
を
進
め
て
い
く
仲
間
づ

く
り

　

最
後
に
、
泉
谷
さ
ん
の
移
住
定
住
促
進

に
か
け
る
思
い
を
添
え
て
、
本
稿
を
締
め

た
い
。

泉
谷　

う
ち
に
は
い
ろ
ん
な
思
い
や
夢
を

も
っ
た
希
望
者
が
来
て
く
れ
ま
す
。

そ
う
い
う
人
た
ち
に
島
の
人
た
ち
を

引
き
合
わ
せ
て
、
た
く
さ
ん
共
感
、

共
鳴
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
島
に
仲

間
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
移
住
後
の
多
少
の
苦
労
や
不
便

も
乗
り
越
え
て
い
け
る
と
思
う
ん
で

す
よ
。

　
　
　

い
ま
の
田
舎
は
、
穴
の
空
い
て
沈

み
そ
う
な
船
を
み
ん
な
で
直
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

た
だ
、
穴
が
空
い
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
悲
壮
感
が
漂
っ
て
い
る
わ
け

で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
漕
ぎ
な
が

ら
、
穴
を
塞
ぎ
な
が
ら
、
舵
を
取
り

な
が
ら
船
を
進
め
て
い
る
…
そ
れ
が

田
舎
の
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
何
も
し
な
い
で
た
だ
船
に
乗
せ

て
く
だ
さ
い
と
い
う
人
で
は
な
く
、

船
を
な
ん
と
か
前
に
進
め
よ
う
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
仲
間
を
増
や

し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
や
っ
て
い

ま
す
。

【
調
査
室
の
視
点
】

自
治
体
職
員
の
あ
り
方
の
一
例
と
し
て

　

移
住
定
住
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
泉
谷
さ
ん
の
言
葉
で
言
い
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら

た
め
て
解
説
を
加
え
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
調
査
室
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
い
わ
ゆ

る
「
民
間
」
か
ら
や
っ
て
き
た
泉
谷
さ
ん
の
も
と
で
、
縁
の
下
の
力
持
ち
に
徹
し
て
い
る

役
場
職
員
で
あ
る
豊
永
さ
ん
の
存
在
に
光
を
当
て
て
み
た
い
。

　

泉
谷
さ
ん
、
豊
永
さ
ん
は
互
い
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

泉
谷 　

役
場
の
方
、
特
に
豊
永
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
由
に
や
ら
せ

て
く
れ
つ
つ
、
締
め
る
と
こ
ろ
は
締
め
て
く
れ
る
。
僕
は
結
構
思
い
つ
き
で
走
っ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
突
っ
走
り
そ
う
な
と
こ
ろ
を
、
手
綱
を
握
っ
て

し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
る
の
が
豊
永
さ
ん
で
す
。

豊
永 　

も
ち
ろ
ん
行
政
と
し
て
の
制
約
は
課
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
の
枠
内

で
あ
れ
ば
、
ア
イ
デ
ア
や
企
画
は
自
由
に
出
し
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ

デ
ア
を
出
し
た
り
営
業
を
し
た
り
と
い
う
の
は
、
役
場
職
員
で
は
ど
う
し
て
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。
で
も
、泉
谷
さ
ん
は
そ
れ
が
で
き
る
。
い
ま
、本
当
に
い
い
関
係
で
、

上
手
く
回
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
す
ご
く
あ
り
ま
す
。

　

２
人
の
言
葉
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
相
互
の
厚
い
信
頼
関
係
に
も
と
づ
い
た
適
確
な

役
割
分
担
で
あ
る
。

　

昨
今
、
企
画
立
案
に
優
れ
、
行
動
力
―
と
り
わ
け
突
破
力
が
あ
り
、
自
ら
成
果
を
挙
げ

た
自
治
体
職
員
ば
か
り
を
評
価
す
る
風
潮
が
あ
る
。
そ
う
し
た
職
員
を
育
成
し
、
評
価
す

る
こ
と
そ
の
も
の
が
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
人
に
は
得
手
不
得
手
が

あ
る
。
ま
し
て
や
行
政
を
担
当
す
る
職
員
と
し
て
、
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
資
質
が
求

め
ら
れ
る
自
治
体
職
員
に
、
あ
ま
ね
く
企
画
能
力
や
行
動
力
を
求
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て

は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
点
、「
民
間
」
か
ら
招
い
た
泉
谷
さ
ん
の
能
力
を
認
め
、
泉
谷
さ
ん
が
そ
の
力
を

振
る
え
る
よ
う
に
裏
方
と
し
て
し
っ
か
り
と
手
綱
を
握
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
豊

永
さ
ん
の
よ
う
な
職
員
の
有
り
様
も
、
自
治
体
職
員
の
あ
る
べ
き
姿
の
１
つ
と
し
て
評
価

す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

自
治
体
職
員
に
は
、
自
分
が
何
も
か
も
し
よ
う
と
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
信
を
も

っ
て
「
ま
か
せ
る
」「
委
ね
る
」
と
い
う
姿
勢
も
も
っ
て
ほ
し
い
。

全
国
町
村
会 

調
査
室
長　

坂
本　

誠

▶ 

サ
ー
ビ
ス
依
存
症
に
は
島
暮
ら
し
が
効
き
ま
す
。
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情 報

神
奈
川
県
町
村
会
は
、
平
成
26
年
12
月
17

日
の
臨
時
総
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出

し
た
。 

（
平
成
26
年
12
月
17
日
就
任
）

神
奈
川
県
町
村
会
長

愛あ
い

甲こ
う

郡ぐ
ん

清き
よ

川か
わ

村
長

大お
お

矢や

　
明あ
き

夫お

昭
和
23
年
生

【
役
場
住
所
】神
奈
川
県
愛
甲
郡
清
川
村
煤
ヶ

谷
2
2
1
6
番
地

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
2
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
平

成
7
年
4
月　

清
川
村
国
体
・
土
地
政
策
担

当
参
事
兼
企
画
財
政
課
長
▽
8
年
4
月　

清

川
村
企
画
税
務
担
当
参
事
兼
企
画
財
政
課
長

▽
11
年
7
月　

清
川
村
助
役
▽
19
年
3
月　

清
川
村
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
23
年
6
月　

神
奈
川
県
町
村
会
監
事
▽
25
年
6
月　

同
副

会
長

【
主
な
業
績
】

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
館
」
の

整
備
▽
原
下
駐
車
場
等
の
中
心
地
区
公
共
施

設
の
整
備
▽
子
ど
も
子
育
て
支
援
体
制
の
充

実
強
化
（
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
の
整
備
、
幼
稚

園
保
育
料
の
無
料
化
、
出
産
祝
金
制
度
の
創

設
、
小
中
学
校
入
学
祝
金
制
度
の
創
設
）
▽

人
口
増
・
定
住
促
進
（
村
有
地
を
活
用
し
た

宅
地
販
売
、
村
営
住
宅
及
び
借
上
型
村
営
住

宅
の
建
設
等
）

【
趣
味
】　

家
庭
菜
園

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJNK14-13579（2014.12.24作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％42

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

　●集団扱年一括払いによる割引で更に ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

平成27年 2 月 9 日　10第2908号

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
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随 想

随随

想想

11　平成27年 2 月 9 日

　

私
は
、
昭
和
42
年
近
隣
の
県
立
大
宇
陀

高
等
学
校
を
卒
業
し
、
東
吉
野
村
役
場
に

奉
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
奈
良

交
通
の
定
期
バ
ス
が
村
内
を
走
っ
て
お

り
、
通
勤
通
学
に
は
そ
の
バ
ス
を
利
用
、

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
バ
ス
3
台
と
大
宇

陀
高
校
専
用
の
民
間
ス
ク
ー
ル
バ
ス
1
台

が
連
な
っ
て
走
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も

そ
の
時
の
光
景
が
思
い
出
さ
れ
、
私
達
が

子
供
の
頃
に
は
地
域
で
多
く
の
友
達
と
大

声
を
出
し
て
遊
び
、
夏
に
は
川
で
魚
を

取
っ
た
り
泳
い
だ
り
暗
く
な
る
ま
で
遊
び

惚
け
た
も
の
で
し
た
。

　

私
、
訳
あ
っ
て
平
成
17
年
8
月
末
役
場

を
退
職
、
38
年
5
ヶ
月
の
公
務
員
人
生
を

終
え
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
18
年
5

月
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
村
長
選
挙
に
出

馬
す
る
こ
と
と
な
り
、当
選
を
し
ま
し
た
。

　

村
長
に
就
任
し
た
当
時
は
、
役
場
庁
舎

の
建
設
を
始
め
、
簡
易
水
道
の
普
及
率
は

1
0
0
％
、
近
隣
町
村
と
の
一
部
事
務
組

合
に
よ
っ
て
消
防
、
ご
み
処
理
、
老
人
福

祉
の
各
施
設
等
を
広
域
で
整
備
す
る
等
、

多
く
の
施
設
を
一
挙
に
整
備
、
結
果
と
し

て
実
質
公
債
比
率
は
、
奈
良
県
下
で
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
が
平
成
18
年
、
19
年
の
2
年
間

続
き
ま
し
た
。
今
で
は
消
滅
自
治
体
、
県

下
で
3
番
目
、
全
国
で
も
19
番
目
で
す
。

新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、
村
内
外
か
ら

心
配
や
厳
し
い
お
声
を
沢
山
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
平
成
11
年
を
ピ
ー
ク

に
12
年
か
ら
は
削
減
さ
れ
続
け
、
財
政
調

整
基
金
を
始
め
あ
ら
ゆ
る
基
金
は
底
を
突

き
、
最
悪
の
情
況
の
中
で
選
挙
戦
で
も
訴

え
た
の
で
す
が
、「
先
ず
は
行
財
政
改
革

を
さ
せ
て
下
さ
い
。
財
源
が
出
来
た
ら
村

に
は
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
解
決
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。」と
言
っ

て
、
1
期
目
4
年
間
は
、
職
員
の
削
減
と

給
与
カ
ッ
ト
を
始
め
、
一
般
財
源
を
投
入

し
て
き
た
施
策
や
各
種
団
体
、
機
関
へ
の

運
営
補
助
金
は
全
て
廃
止
す
る
等
、
議
会

や
村
民
の
皆
様
そ
し
て
職
員
に
も
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
き
、
職
員
気
質
丸
出
し
で

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
全
力
を
傾
注
し

ま
し
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
、
何

と
か
危
機
的
状
況
を
脱
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
4
年
間
で
13
・
5
％
の

人
口
が
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
は
思
う
外

進
み
45
・
3
％
の
高
齢
化
比
率
に
ま
で
な

り
ま
し
た
。

　

2
期
目
は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
蓄
え
た
お
金
を
村
民
の
皆
様
に
お
返

し
し
て
い
き
ま
す
と
言
っ
て
、
若
者
、
子

供
を
増
や
し
た
い
、
そ
ん
な
一
念
で
若
者

定
住
、
子
育
て
支
援
を
中
心
と
し
た
施
策

を
打
ち
出
し
、
生
ま
れ
て
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
通
院
、
入
院
、
一
部
負
担
全
て
を

村
で
負
担
す
る
医
療
費
の
無
料
化
や
、
働

く
お
母
さ
ん
方
の
支
援
を
す
る
た
め
、
小

学
6
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
学
童
保

育
、
幼
稚
園
児
の
預
か
り
保
育
も
実
施
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
奈
良
交
通
の
バ
ス
も
乗

客
が
殆
ど
い
な
く
な
り
廃
止
の
事
態
と
な

り
、平
成
24
年
に
は
、村
内
は
村
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
、
役
場
か
ら
近
隣
の

近
鉄
電
車
の
駅
ま
で
は
奈
良
交
通
に
お
願

い
を
し
、
高
齢
者
の
方
々
に
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
と
、
き
め
細
か
く
乗
り
入
れ

る
等
、
バ
ス
体
系
の
整
備
も
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
高
校
へ
の
バ
ス
通
学
に
、
定

期
代
の
8
割
を
補
助
し
、
そ
れ
ま
で
1
人

程
度
し
か
利
用
し
な
か
っ
た
も
の
が
、
今

で
は
11
人
が
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
3
期
目
は
、
今
や
Ｉ
Ｔ
時
代
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
を
打
ち

出
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
仕
事

を
し
商
売
を
す
る
若
者
が
増
え
て
お
り
、

都
会
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
若
者

を
村
に
呼
び
込
み
、
将
来
の
移
住
・
定
住

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
、
今
、
空
き
家
を

活
用
し
て
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
今
年
3
月
ま
で
に
は
完
成
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
が
活
用
、
体
験
に
お

越
し
下
さ
る
事
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
に
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
移
住

し
て
い
た
だ
け
る
方
に
は
、
空
き
家
の
紹

介
と
改
修
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
0
歳
児
か
ら
預
か
る
保
育

事
業
に
も
取
り
か
か
り
ま
す
。
そ
の
他
、

高
齢
者
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
、

新
た
な
特
産
品
の
開
発
に
併
せ
小
さ
な
道

の
駅
の
整
備
等
、
色
ん
な
新
規
施
策
を
推

進
し
つ
つ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ビ
レ
ッ
ジ

構
想
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
、
私
の

幼
い
頃
の
よ
う
に
子
供
の
声
が
村
の
あ
ち

こ
ち
で
聞
こ
え
て
く
る
、
そ
ん
な
村
に
す

る
こ
と
を
夢
み
て
、
時
に
は
役
職
を
忘
れ

て
「
こ
れ
し
か
道
が
な
い
」
そ
ん
な
思
い

で
職
員
時
代
と
同
じ
よ
う
に
息
抜
く
こ
と

な
く
、
時
に
は
職
員
か
ら
「
課
長
」
と
呼

ば
れ
な
が
ら
（
笑
）
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

水み
ず

　
本も

と

　 

実み
の
る 

奈
良
県
東ひ

が
し
よ
し
の

吉
野
村
長

「
政
治
家
に
な
り
き
れ
な
い
男
」の

村
づ
く
り
に
か
け
る
思
い
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「ゆとり」と「やすらぎ」のひととき

静かさと心地よさに配慮し、室内インテリア全体を落ち着いた雰囲気にまとめ、
ゆったりとしたやすらぎのひとときをお届けいたします。

シングル 119 室
平日料金10,100円より

※1名利用の場合 9,600 円

※1名利用の場合 11,400 円

8,600円より

※1名利用の場合 9,000 円

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html

TIME of RELAXING

金曜日料金

8,100円より
土・日・祝日料金

ダブル 12室
平日料金13,700 円 
〈2名利用〉

11,600円
金曜日料金

10,900円
土・日・祝日料金

ツイン17室
平日料金19,000円より 
〈2名利用〉

16,200円より
金曜日料金

15,200円より
土・日・祝日料金

洋室シングル

洋室ダブル

洋室ツイン

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

SINGLE
ROOM

TWIN
ROOM

DOUBLE
ROOM

会議室・宴会場

カジュアルレストラン「ペルラン」

2階には広さと設備が多彩な、大小4つのホー
ル、会議室。高い機能性を持ち、さまざまな演
出が可能です。会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。 

ランチタイム11:00 ～ 14:00
ティータイム14:00 ～ 17:00
ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

SINGLE
ROOM

BLE
ROOM

会議室・宴会場

土・日・祝日は
リーズナブルに

和室もございますのでお問い合わせ下さい。
禁煙ルームをご用意しております。

土・日・祝日のご宿泊は、
平日料金の20％OFF
金曜日のご宿泊は、
平日料金の15％OFF

和食処「さいかち」

ランチタイム11:30 ～ 14:30
（14:00 ラストオーダー）

ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

全国町村会館へのアクセスガイド

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」3番出口徒歩 1分
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩 5分
■タクシー東京駅から約 20 分

お電話でのご予約・お問い合わせは

TEL 03（3581）0471
FAX 03（3581）0220
〒100-0014  東京都千代田区永田町 1丁目 11 番 35 号

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

WEB からのご宿泊予約は、特別料金（部屋数限定）がございます。

ホームページは 全国町村会館 検索


